
王
道
楽
土
の
終
焉
　 

岩
手
県
　
千
葉
六
郎
　 

昭
和
十
四
年
か
ら
私
は
満
州
国
政
府
職
員
・
鉄
道
警
護
隊
員

で
国
内
の
鉄
道
の
安
全
輸
送
及
び
重
要
軍
事
工
物
（
駅
舎
、
鉄

橋
、
ト
ン
ネ
ル
等)

の
警
護
及
び
鉄
道
沿
線
五
キ
ロ
以
内
の
治

安
維
持
の
目
的
を
も
っ
て
勤
務
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
満
州
国
の
機
構
改
革
で
文
官
か
ら
武
官

に
編
成
替
え
と
な
っ
た
。

翌
二
十
年
七
月
、
満
州
国
錦
州
旅
団
管
内
に
ソ
連
の
不
逞
分

子
が
侵
入
、
鉄
道
及
び
重
要
軍
事
工
物
の
破
壊
が
目
的
で
あ
る

旨
の
情
報
が
あ
り
、
七
月
下
旬
、
錦
州
旅
団
本
部
に
到
着
し
、

指
示
を
受
け
、
直
ち
に
古
北
口
警
護
団
に
配
属
と
な
り
、
欒
平

県
庁
所
在
地
の
欒
平
駅
分
団
駐
在
と
な
っ
た
。
鉄
道
輸
送
と
住

民
の
安
全
等
の
警
護
と
警
備
の
任
に
あ
た
っ
た
。

八
月
十
四
日
午
後
、
古
北
口
警
護
団
長
か
ら
分
団
長
宛
に
緊

急
命
令
が
入
っ
た
旨
の
連
絡
に
接
し
た
。
命
令
は
「
派
遣
隊
員

は
現
地
を
撤
収
の
上
最
寄
り
の
列
車
で
錦
州
本
団
に
引
揚
げ
る

べ
し
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
私
は
小
隊
長
と
し
て
、
部

下
数
十
人
を
も
っ
て
沿
線
警
戒
に
あ
た
っ
て
お
り
、
午
後
四
時

頃
は
全
員
が
集
合
し
、
直
ち
に
出
発
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
が
、

肝
心
の
列
車
は
到
着
せ
ず
、
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
待
機
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
午
後
五
時
過
ぎ
、「
現
地
分
団
長
は
、
機
密
文
書

及
び
通
信
機
器
を
処
分
の
う
え
、
一
般
居
留
民
を
し
て
派
遣
団

員
共
ど
も
古
北
口
団
に
集
結
す
べ
し
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
も
文
書
焼
却
処
分
を
し
、
部
落
か
ら
馬
車
三
台
を
借

り
あ
げ
、
夜
を
待
っ
て
出
発
す
る
こ
と
と
し
た
。
時
に
夜
十
時

頃
で
あ
っ
た
。
全
員
約
三
十
数
人
と
な
り
、
雨
夜
の
こ
と
で
、

思
う
よ
う
な
行
動
は
で
き
な
い
。

途
中
敵
に
も
会
う
こ
と
な
く
、

夜
半
十
二
時
は
過
ぎ
て
い
た
と
思
う
が
、
古
北
口
警
護
団
に
到

着
し
た
。
馬
車
に
積
ん
だ
銃
器
弾
薬
等
は
団
長
に
返
納
す
る
。

団
長
の
話
に
よ
る
と
、
満
鉄
は
全
く
不
通
と
な
り
、
本
団
に
戻

る
の
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
従
っ
て
北
支
・
北
京
鉄

道
宛
に
救
援
を
求
め
て
い
る
の
で
暫
く
待
機
し
て
い
る
よ
う
に

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
翌
々
日
と
武
器
の
点
検
、
お
よ

び
乗
車
編
成
作
業
等
、
実
に
緊
迫
し
た
状
況
で
も
あ
っ
た
。
八



月
十
七
日
に
至
り
、
救
援
列
車
が
到
着
と
な
り
、
十
八
日
、
一

般
居
留
民
を
安
全
車
両
に
、
団
員
は
武
装
し
て
前
後
に
乗
車
、

錦
州
本
団
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
何
せ
国
境
を
越
え
て
の

行
動
で
あ
り
、
計
画
通
り
に
は
行
か
ず
、
北
京
・
天
津
・
山
海

関
を
迂
回
し
て
、
ど
う
に
か
三
十
一
日
、
奏
皇
島
ま
で
■
り
着

い
た
の
で
あ
る
が
、
満
州
国
と
北
支
■
と
の
境
界
地
な
の
で
、

こ
こ
を
越
え
れ
ば
錦
州
で
あ
り
、
目
と
鼻
の
先
に
至
っ
て
暫
し

立
ち
往
生
の
状
態
と
な
っ
た
。
十
月
四
日
昼
頃
に
な
り
、
米
軍

一
個
大
隊
が
上
陸
し
、
日
本
軍
及
び
居
留
民
は
米
軍
の
指
示
で

行
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
米
軍
は
特
に
強
圧
を
か
け
る
わ
け
で

は
な
く
、
予
想
以
上
に
寛
大
で
あ
っ
た
。
翌
五
日
夕
刻
、
日
本

軍
お
よ
び
一
般
居
留
民
は
北
支
唐
山
に
移
動
す
る
こ
と
と
な

り
、
わ
れ
わ
れ
は
別
行
動
を
と
り
、
天
津
に
居
留
し
、
現
地
居

留
民
団
に
加
え
て
も
ら
う
こ
と
と
決
定
し
、
天
津
貨
物
■
内
に

収
容
さ
れ
た
。
十
二
月
二
十
日
過
ぎ
、
帰
還
命
令
が
出
て
、
塘

沽
港
よ
り
乗
船
、
博
多
港
に
帰
還
と
な
っ
た
。
思
え
ば
王
道
楽

土
、

日
満
一
徳
一
心
と
し
て
満
州
建
国
に
努
力
の
甲
斐
も
な
く
、

つ
い
に
終
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
満
州
で
の
戦
争
体
験
　 

岩
手
県
　
佐
藤
高
彌
　 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
は
ソ
満
国
境
を
越
え
て
各

方
面
か
ら
な
だ
れ
こ
ん
で
き
た
。

四
月
に
、
妻
と
二
歳
の
長
男
を
佳
木
斯
の
社
宅
に
残
し
、
満

鉄
が
新
設
し
た
駅
助
役
科
生
と
し
て
、
六
か
月
の
卒
業
予
定
で

ハ
ル
ピ
ン
鉄
道
教
習
所
に
入
所
中
に
ソ
連
軍
の
侵
入
と
な
っ

た
。私
は
不
運
に
も
当
時
盲
腸
炎
で
入
院
手
術
し
退
院
直
後
の
身

で
宿
舎
で
静
養
中
だ
っ
た
。

日
ソ
東
部
国
境
地
帯
に
お
い
て
交
戦
中
、
詳
細
不
明
で
あ
る

が
教
習
所
長
か
ら
全
員
集
合
の
指
示
を
う
け
た
。
十
一
日
に
く

り
あ
げ
卒
業
式
を
行
い
、
所
属
地
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時

す
で
に
お
そ
し
、
留
守
家
族
と
の
連
絡
は
通
信
途
絶
え
、
や
む

な
く
私
は
ハ
ル
ピ
ン
列
車
区
に
緊
急
勤
務
に
さ
れ
て
、
そ
の
日

か
ら
早
速
勤
務
に
つ
い
て
構
内
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
偶
然
に




